
出演団体

スタッフ

■企画／構成 平家語り研究会・⼩野⽊豊昭（古典空間）

■舞台監督／舞台 Whoopee Connections

■制作 (有) 古典空間

「学校巡回公演」
全国の⼩学校・中学校等においてトップレベルの⽂化芸術団体による巡回公演を⾏う
ことを通じて、将来を担うすべての⼦供たちの豊かな感性を育む場を作り、
芸術鑑賞能⼒の向上を図るとともに、⽂化的な地域格差の解消を促進することを
⽬的としています。
ワークショップでは、⼦供たちに実演指導⼜は鑑賞指導を⾏います。
また、実演においては、⼦供たちが参加できる⼯夫を⾏います。

◼平家語り研究会
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令和７年度 学校巡回公演

出演者
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舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）

独立行政法人日本芸術文化振興会
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琵琶法師たちが伝えた
『平家物語』と⽇本の⾳楽

東京都出⾝。⼭⽥流という流派で活躍する演奏家。
東京藝術⼤学を卒業し、その後⼤学院で専⾨的に
学びました。古典⾳楽だけでなく新しいチャレンジも
続けています。東京藝術⼤学や⾼校で先⽣もしています。
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盲⼈⾳楽家によって伝えられてきた伝統⾳楽「平家（平家琵琶）」を次世代に伝
えることを⽬的に開催されている研究会です。武蔵野⾳楽⼤学名誉教授の薦⽥治
⼦の呼びかけに応じ、菊央雄司・⽥中奈央⼀・⽇𠮷章吾の三⼈が2015年より活
動を続けています。たくさんの⽇本の芸能に⼤きな影響を与えた「平家」を、⽂
化庁の委託も受けて広く紹介し、その普及に努めています。三⼈の演奏家たち
は、ファンの⽅たちから親しみをこめて “平家ブラザーズ”と呼ばれています。
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静岡県出⾝。⽣⽥流という流派で活躍する演奏家。
東京藝術⼤学、そして⼤学院で専⾨的に⽇本の⾳楽を
学びました。数々のコンクールなどで最優秀賞を受賞し、
東京藝術⼤学で先⽣もしています。
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⼤阪府出⾝。地歌箏曲という⾳楽の第⼀線で活躍中の演奏家。
権威あるコンクールでの最優秀賞、
また令和５年度⽂化庁芸術選奨新⼈賞など
たくさんの賞を受賞しています。
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